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事例で読み解く  

住まいを年金化する方法 
日本のリバースモーゲージ 

著者／倉田剛 NPO 法人リバースモーゲージ推進機構 

長生きする人、短命な家、先細る公的年金。この不揃いで、不経済 

な関係を解き明かす。人生 100 年の「住まいと暮らし」の啓発書。 

人生 100 年時代のスマートな老後をデザインする。 

住まいと暮らしのコスト・バランスを探る。「稼げる住まい」を創る。 

リバースモーゲージで「空き家」を残さない。戸建住宅とマンション 

のコスパを検討する。これからのイエを持つ人も、すでにイエを持って 

いる人も“目からウロコ”の必読書。 

単行本･Kindle 版－\2,640 書店･アマゾンで購入できます。 

■春華堂 

POP UP STORE KANDA から SWEETS BANK へ  

春華堂 

 POP UP STORE KANDA 

既存の神田売店の取り

壊しに伴う仮設店舗とし

てオープンした期間限定

店です。本社の倉庫の代わ

りとして最近まで使用さ

れていた国鉄払い下げの

貨車をケーキ箱に見立て、

それをつなげて店舗が形

成されています。仮店舗と

は思えない秀逸なデザイ

ンで評判となっていまし

た。今回の「SWEETS BANK」

竣工にともない惜しくも

閉店となります。 

閉店後の利用方法は現

在検討中です。 

書
籍
紹
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静岡こだわりの品 
 

春華堂 

うなぎパイシリーズ 
長年にわたって親しまれている浜松銘菓。 

うなぎパイ職人手わざのパイと秘伝のタ

レは真似のできない逸品です。 

 

 

 

 

 

 

うなぎパイ       うなぎパイ ミニ 

 

 

 

 

 

うなぎパイナッツ入り  うなぎパイ V.S.O.P. 

 

 

 

 

 

しらすパイ       うなぎパイ詰合せ 
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■本社複合施設「SWEETS BANK」 

「うなぎパイ」を販売する浜松の「春華堂」（浜松市中区

神田町）が 2021 年 4 月に本社複合施設「SWEETS BANK」

を開業した。創業者・山崎芳蔵氏が露天式の店を始めた

1887 年（明治 20 年）から創業 134 年。同地にあった工場

の老朽化に伴い新社屋の建て替えを計画、2013 年から 8

年の期間をかけてついに完成した。見学可能なうなぎパ

イ工場「うなぎパイファクトリー」（西区大久保町 748-51）、

新しいお菓子文化とスタイルを発信していく提案型スイ

ーツコミュニティー「nicoe」（浜北区染地台 6-7-11）に

続く 3つ目の施設となり、“記録より記憶に残る施設”を

目指し運用されていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      「SWEETS BANK」 
■本社複合施設  

 

02 ／KENCHIKU SHIZUOKA 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■こだわり続けた長期戦 

計画をスタ－トさせたのは約 8年前、当初の予定では

完成は 4 年前の 2017 年。実に倍の期間を費やしたビック

プロジェクトです。とことんリアルを追求し細部までこ

だわりぬいた妥協せぬ思いが「計画延期」「工事中断」ま

でもを乗り越えて一つの建築となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■建物概要 

設計：株式会社日建設計、株式会社丹青社 

 構造：鉄骨造一部ＳＲＣ造２階建 

 面積：北棟－1864.39 ㎡、南棟－782.64 ㎡ 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■迷走した設計プラン 

春華堂自らが迷走期と表現するほどにいくつものプラ

ンが作られてはボツになるをという事を繰り返しました。

設計のキーワードは“記念日”、“団らん”や“イチゴハ

ウス”から“天空の城とか動く城”などころころと変わ

る要望に、設計を担当した日建設計からは様々なイメー

ジが提出さました。「世の中にないものを」、そしてつい

に巨大な家具の世界に人が入り込んでいく“机と椅子”

というコンセプトが定まりました。「こんなにダメ出しを

くらったのは初めて」と設計に言わしめるほどこだわり

続けた長い道のりの末の答えでした。 

 

  2021. Spring／ 03 

 

■特集：春華堂 スイーツバンク 



■1300％ 

机（建物）正面にかかる春華堂のロゴの入 

った赤い伝票クリップには 1300％ＵＰの文字 

が書かれている。これはテーブルや椅子やス 

ツール、内外部に多数配置されているポット 

やカップ等の小物、設備を隠すためのラッピ 

ング類の総てが実物の 13 倍のスケールにて 

作られている事を意味している。テーブルに 

は木組みのほぞ部分や脚の調整アジャスター 

が、そして徹底的に追求し再現されているリ 

アルな塗装を見ていると、施主の強い思い、 

に答える設計者の本気のこだわり、それを実 

現する施工者の意地が強く感じられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■まさかの工事延期を決断 

 リアルへの追及はついに「工事の延期」へとつながっ

てしまう。着工直前に行われた会議で“テーブルの脚の

中間に“梁”あると足が入らないのでは？そもそも家具

ってどんな構造なのか？” もう着工が決まったにも関

わらず家具業者に社員が出向き勉強する事に。そこで細

部の突き詰めが足らないという思いが沸き上がってしま

ったのだ。着工目前での工事延期など前代未聞の事だ。 

“座面や背もたれは直線的ではなく人の身体に合わせ 

たカーブになっている”“脚の太さは均一になってはいな

い”“外壁をガラスにして位置を引っ込めれば空間のよう

に見えるのでは”徹底的に細部へこだわりそれを設計に

反映し変更を行っていく。前出の外壁のリアルな塗装も、

シート貼りでは 13 倍のリアリティーを再現出来ないの

ではとの考えから決定された。工事延期により確かに時

間を犠牲に、しかしそれ以上のものを得ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

04 ／KENCHIKU SHIZUOKA 

■特集：春華堂 スイーツバンク 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■浜松への想い 

駐車場から見えるの巨大なショッピングバック。“家族

の団らんの時間”を象徴するダイニングテーブルと椅子

の建物。まるで自分が小人になったような非日常とワク

ワクが始まります。巨大なテーブルの間を進み建物に入

ると、1 階はテーマパークの様なカフェ＆ベーカリーが訪

れる人々を楽しませます。２階には本社機能に加え社員

の為のキッチンや和室の休憩室など、社員の福利厚生を

向上し、業務の合理化も実現させています。信用金庫と

の連携によって地元企業のマッチングの橋渡し、地域イ

ベントの貸しスペースとしての活用をすることで、地域

のランドマーク的な存在として地元の人々に利用され愛

される施設に、街づくりを通じ浜松の新しい観光名所と

して地方の創生にも繋げたいとの想いが感じられます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■グーグル映え 

 上の写真は 1/13 スケールの模型、つまり実際の人間の

スケールに合わせたものです。この模型のように建物本

体の屋上もテーブルの色に合わせて塗装されています。

また地上からは見えにくい所にある給水設備や空調設備

などもパッケージ等で念入りに装飾されています。これ

は上空からの目線でもテーブルや椅子が置かれている様

に見えるようにと考えられました。完成後にグーグルア

ースで見た時にすら人々の目を引くよう意識した設計で

す。建物内外はインスタで、そして上空からはグーグル

アースで“映え”を追求しました。 

  2021. Spring／ 05 

 

■特集：春華堂 スイーツバンク 



■食器のモニュメント 

建物の外部や内部のいたる 

所に大きな食器が配置されて 

います。ティーポットやコー 

ヒーカップ等々。なんとカッ 

プの中を覗き込むと、しっか 

りとコーヒーまで注がれてい 

ます。 

 

■meetingroom ツノがたつ 

 お菓子作りや金融教室等様々なイベントやワークショ

ップに利用したり、少人数のパーティー等へのレンタル

スペースに使用したり多目的に使用されます。 

 

左：窓の外にいる大きな赤い豚「ピギー」 

中・右：キッチンのあるスペースです 

 

 

 

 

 

 

 

■浜松いわた信用金庫森田支店 

スイーツバンク建設に伴い近隣の浜松市中区森田町に

あった“浜松いわた信用金庫森田支店”も春華堂敷地内

の南棟に移転併設します。春華堂と浜松いわた信用金庫

が一体となって設計されており、既存にとらわれないテ

ーマパークの様なデザインの銀行となっています。 

 

右上：ATMコーナー 

左下：レセプション、中下：カウンター、 

右下：相談カウンター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

06 ／KENCHIKU SHIZUOKA 

■特集：春華堂 スイーツバンク 



 

プロジェクトの概要 

プロジェクト「TOUKAI-0」は、1995 年に発生した兵庫

県南部地震で被害が集中した1981年以前の旧耐震基準の

木造住宅を耐震化する事業で、平成 13 年度にスタートし

た。 

想定される巨大地震による建物の倒壊から県民の命を

守るため、全国に先駆けて、無料の耐震診断、耐震補強助

成等、県と市町が一体になって推進してきた。 

 

耐震化率と補助実績 

住宅の耐震化率は平成 15 年の 72.9%が平成 30 年には

89.3%となり、着実に耐震化は進んでいるものの令和 2 年

度末の目標としていた 95%には達していない。 

耐震補強補助実績の累計件数は令和 2 年度末で約 2 万

5 千件となっている。国内で発生した大規模地震や補助金

額の増額等を契機に申請数が増えることもあったが、平

成 30 年からは減少傾向にある。 

 

耐震化率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

   耐震補強補助実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 

事業が始まって 20 年が経過しており、耐震化に意欲の

あるほとんどの人は既に耐震化を終えている。また、対象

となる昭和56年 5月以前の旧耐震基準で建てられた住宅

は、所有者の高齢化が進んでいることに加えて、その多く

が築 40 年以上と、住宅自体の老朽化が進んでおり、耐震

補強してまで住み続けるだけの価値が見出せない人が多

く残っていると推測される。 

 

今後の取組 

県は令和３年から７年までの５年間、「静岡県耐震改修

促進計画（第３期)」により耐震化を促進していく。県内

に約 140 万戸ある住宅の耐震化率を、令和 7 年度に 95%

にすること等を目標としており、基本方針として、耐震補

強の他にも建替えや住み替え、それも困難なら、倒壊する

住宅から身を守る防災ベッドや耐震シェルターの設置と

いうように、多様な選択肢を提案していく。 

支援策としては、従来からの様々な助成制度を継続す

るほか、高齢者世帯等が住み替える際の移転費用助成を

新たに創設した。また、昨年９月から、コロナ禍において

重要性が高まっている地震後の在宅避難を可能にする耐

震補強への助成額を、高齢者等の重症化リスクの高い方

を対象に割り増していたが、令和３年度からは対象を全

世帯に拡大した。 

これらの支援策活用のために、従来からの行政職員に

よる戸別訪問等に加え、自主防災組織や高齢者の総合相

談窓口である地域包括支援センター等と連携し、救助や

避難を支える地域の身近な方からも耐震化を働きかけて

いく。 

 

終わりに 

20 年続けたプロジェクト「TOUKAI-0」も、第３期計画

の５年間が総仕上げの期間となる。耐震化していない 10%

の人たちのそれぞれの事情をしっかりと聞き取り、一人

でも多くの人が耐震化に進んでいただくよう最後のお願

いをしていく。 
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H16 高齢者等に対する割増

（20万円）を実施

H28 1棟あたりの補助額を

30万円→45万円に増額

H22 緊急経済対策による

30万円増額

H30 補強計画一体型

を創設

・棒グラフ：年度別実績（左軸）  ・折れ線グラフ：累計件数（右軸） 

行政情報 
プロジェクト「ＴＯＵＫＡＩ－0」の取組

  

  

■静岡県くらし・環境部建築住宅局 
建築安全推進課長  鈴木 義彦 

  2021 Spring／ 07 

（千戸） 
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YouTube 
タカチャッポ／西部ブロック 

昨年からコロナ禍で自粛になり、はまったものが

YouTube を見る事である。YouTube って、ありとあら

ゆるものが載っている。 

その中で私は、ストリートピアノをやっている「ハ

ラミちゃん」と言う女の子に興味を持った。 

最近は、駅や公共施設にピアノが置いてある。その

ピアノで、勝手にピアノを弾く事をストリートピアノ

と言うらしい。ベレー帽をちょこんとかぶり、ショル

ダーバックをかけている。 

この女の子が、皆さんが知っている曲を弾き語る。

そのうちに、周りの人達が集まってきて聞き入ってい

る。終われば拍手喝采。何とも気持ちの良い光景だ。 

この女の子「ハラミちゃん」は、音大を出たらしい。

だから、ピアノが上手い。4 歳の頃からピアノを始めて

いたので、絶対音感だと言う。一度聴いたら、直ぐに

頭の中に入るのである。だから、日常生活の何気ない

音が音階になるのだそうだ。 

ストリートピアノをやって、リクエストをもらった

ら直ぐに弾ける才能は凄いと思う。楽譜を見てピアノ

を演奏するのが、本来の姿だと思うがこれは型破りだ。

昔はギター片手にスナックを廻って歌を披露する「流

し」と言う方がいた。（今でもあるのかな？）そのピア

ノ版ともいえる。流しの方は、歌が上手いのは当たり

前でお客さんのリクエストに全て答えなければいけな

い。 

彼女も、最初はピアニストを目指していたが挫折し

たと言う。現代は、このような YouTube というものが

あるおかげで自分をアピールする場ができている。今

回は、彼女の事が気になって YouTube を見ていたが、

最近テレビにも出だしている。世の中人生どこで変わ

るか分からないものである。 

コロナ禍で時間的に余裕ができて、考えることが増

えた。当たり前のことが当たり前では無かった。マス

クやウエットティッシュが、どこにでも売っていたも

のが買えなくなった。物が豊かな世の中において信じ

られなかった。続いて、ウォシュレットが入らなくな

った。えっ！何で、在庫していないの？流通の速さを

実感した。そして、毎月ある会議も無くなり、あって

もオンライン。今までの会議は無意味？あとは、普通

にお酒を飲みに行けなくなったこと。まさか、当たり

前の日常が 1 年間でこんなに変わるとは思ってもいな

かった。マスクをすることが当たり前になるなんて。

でも、ちょっぴり助かっていることもある。花粉の時

期を楽に過ごさせてもらっている。 

コロナが流行り怖いなと思うが、過去も 1918 年から 

1920 年にかけてスペイン風邪が流行している。なんと

その時もマスク着用・うがいを呼び掛けている。そん

な前から？でも、対策は今と変わらない？不思議だな

あと思うのは自分だけだろうか。これだけ文明が発達

している世の中なのに、ワクチンや薬がすぐにできな

い。1 年も、ウィルスという見えないものに脅かされて

いる。見えないというものといえば、電波も不思議だ。

昔の人は電波など知らなかった。電波なんて見えない

ものを、今はその電波を使って映像を見ることができ、

海外の人と喋れる。何て時代だと思うに違いない。そ

うなると逆に昔は、見えない竜や鬼、神様も見えてい

たのだろうと思えてくる。文明が発達してくると、人

はいつの間にか見えるものしか信じなくなるのかもし

れない。見えないウィルスは何かを教えようとしてい

るのではないかと思いながら、毎日を見つめ直し、近

所の神社へお参りするようになった。 

どうか平和な世の中が続きますように！ 

見えるもの・見えないもの 
古い考えの人／中部ブロック 

静岡県建築関係規則集（平成３０年度版） 
静岡県建築士会では、静岡県建築関係規則集(平成 30 年度版)を販売しております。 

この静岡県建築関係規則集は再版の予定が無い為、在庫限りの販売となります。 

発行：公益社団法人静岡県建築士会  監修：静岡県 くらし・環境部 建築住宅局 

  ≪会員 価格  ４，０００円（税込み）≫  ＊発送も承ります。（有料） 

  ≪非会員価格  ８，０００円（税込み）≫   詳細は当士会ＨＰでご確認下さい。 

販売場所：本会事務局または各ブロック事務局 

本会事務局 TEL．（054）254－9381  東部ブロック TEL．（055）939－8210 

中部ブロック TEL．（054）204－6880  東部ブロック TEL．（053）451－5166 
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令和 3年 2月 20 日（土）13：00～石川県七尾市 七尾

商工会議所 にて開催されました。 

今年度はコロナウイルス感染拡大を懸念し、計画段階

より現地集合での開催は困難と判断し、ブロック大会初

の WEB 形式で行われました。今回は石川県の実行委員メ

ンバー・講演会講師・パネラーの方のみ現地へ赴いてディ

スカッションを行いました。 

WEB 開催ということで人数制限がなく、参加申し込み人

数は約 200 名となりました。WEB 開催の参加者には事前に

YouTube 配信 URL と大会資料を配布し、当日各自視聴して

いただくという形です。 

静岡県からの参加者は 15 名でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

WEB 配信での司会進行の様子 

毎年行う全体会の各県活動報告に関しては、事前に作 

成した動画を流すという形になりました。活動報告動画

の撮影に関しては各県担当者が試行錯誤をして仕上げて

いただいたと思います。初めての試み、コロナ禍でも出来

ることをするというスタンスで今までにない素晴らしい

活動報告が出来たと思っています。 

今回のブロック大会は本当に今までにない大会でした。

まず今年度の定例会議は一度も出向メンバーが顔を合わ

せられていないという状況です。定例会は ZOOM を基本と

したなかで、大会が現地集合で出来るか否かという判断

が迫られました。今までの流れからいくと現地に集まっ

て開催するのが当たり前でしたので、現地で開催したい

という根強い意見もある中、担当の石川県メンバーは準

備に追われていたと思います。 

ギリギリまで現地開催の線を残しつつ打合せを重ねて

いったわけですが、最終的には準備の関係上決断を迫ら

れ現地での開催を断念。しかしながらこのご時世ですの

で、WEB 開催という形をとったのは正解であったと思いま

す。皆さん色々な意見もあるかと思いますが、参加者の人

数枠が大幅に増えたことや、大きな会場を用意すること

が無くなったことでコストを削減できています。参加者

からの参加登録費は見込めませんが、各県統一の参加登

録費という形で徴収し、予算的にも成立していたと思い

ます。これからの時代色々な形が合っても良いのではな

いかと再確認させられました。 

今期は移動の時間と費用がかからなかったのは大きか

ったです。私的な意見ですが、移動時間が少ない為、ギ

リギリまで仕事に打ち込めるのは助かりました。 

静岡メンバーは西部の事務局にて参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらは ZOOM 定例会の様子です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

WEB 配信をするにあたり撮影機材の多さに驚きました 

機材はプロの業者さんに依頼をかけて行いました 

全体会の後は分科会です。特に印象的であったのが第 

１部の講演会です。地方の魅力的な品をブランド化とい

うテーマで 日蓮宗本證山妙法寺住職である高野誠鮮氏

よりご講演頂きました。元市役所職員であった高野氏

は、限界集落に陥った農村の再生プロジェクトに取り組

み大成功、アイデアマンであり突拍子もない案を躊躇な

く実行する行動力の持ち主です。地元のお米をブランド

化し、ローマ法王への献上、ＡＮＡファーストクラスの

機内食にするなど実績をもちます。書籍なども出版され

ている元スーパー公務員です。各県集まって参加してい

たり自宅から参加したりと様々でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらは七尾大会現地の写真です 

このような状況で、大会を開催してくださった石川県 

の皆様には感謝しています。本当に大変だったと思いま

す。お疲れ様でした。 

さて、我々静岡県も石川県さんの活動を見て学習して

かなければなりません。令和 3 年度は研修事業を控えて

おります。令和 4 年度にはブロック大会が開催されま

す。未来のことは誰にも分りませんが、その時代時代に

合わせた大会を開催できるよう若手建築士一同協力して

いきたいと思います。 

青年企画委員会活動報告 
建築士会東海北陸ブロック会 令和２年度 ブロック七尾大会 

■本会青年企画委員長 
加茂 潤之 

10 ／KENCHIKU SHIZUOKA 
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■技術レポート：超高機能保護被覆工法アロンウオール 
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■技術レポート：超高機能保護被覆工法アロンウオール 



著書紹介 

『事例で読み解く「住まいを年金化する方法」』 

倉田 剛＊ 

「我々は、経済的な豊かさがもたらす成果の一つが、平

穏で調和に満ちたアルカディア（理想郷）の生活である

よう、絶えず期待してきた。しかし現実はまさにその逆

である。生活のペースは速まる一方であり、事実、生活

は、まぎれもなく過熱化の一途をたどっている」。リンダ

―・Ｂ・ステファンの著書『時間革命―25時間への知戦』

（1971）の一節である。 

 本著では、1960～1970年代の高度経済成長期の「時間」

を経済的資源として捉えて、その利用密度と効果をさら

に高めようとする目論見があり、それは「25時間への知

的挑戦」であると副題に謳っている。本著では、「時間」

を、限られた資源であり再生も蓄積も許さない絶対性資

源であるとした視点は稿者と同一である。また経済的な

豊かさが、理想郷の生活とは真逆のハイペースでハイテ

ンションな日常を余儀なくさせるものであることも、わ

れわれは体験的に共感できる。 

 ホフマン,エヴァは著書『時間』（2020）のなかで、「経

済も沈滞していた貧しい状況下では、とにかく時間だけ

はたっぷりあるということ、『時は金なり』という価値観

はおよそ根付かなかった。・・・私たちは人間である前に

生物であり、それが私たちの存在を一時的なものにする

第一条件である」と論述している。 

 リンダーとホフマンが掲げる「時間」は、生産性や密

度、価値や期待などの面では対比的であり、その社会情

勢や時代的背景の相違に因るものである。 

 翻って、本稿で考える「時間」とは、長き老後の「た

っぷりな時間」であり、経済的資源としてではなくて、

非生産性で不確実性な資源として論及している。人間は、

例外なく終焉を迎える。人は一時的存在であり、その持

ち時間に限定された生命体だからだ。この真理には、な

ぜか安堵感を抱く。長生きが必ずしも僥倖とは思えない

厳しい現実を知っているからである。 

人生 100年時代は退職後も 30～40年の歳月を生きる。

そのたっぷりな時間的余裕が想定外の新たな不都合やジ

レンマをもたらすことに、私たちは狼狽している。最近

の意識調査から読み取る高齢期の平均的な不安を、経済

的不安、健康不安、そして介護不安の 3つに集約できる。

これらの生活不安は、生体的な「時間」の経過、すなわ

ち「老い」のなせる業でもある。統計的にも明らかな実

態として、人は 80代後半辺りから認知症の発症率が上向

いて、自立生活が難しくなり、介護サービスなど外部支

援が日常的に必要になってくる。次の段階に進むとグル 

 

 

ープホームや介護サービス付き施設に入所し、そこが終

の棲家となったりもする。こうした展開を鑑みるとき、

80代以降の「住まい」は「持家」である必要がなくなり、

逆に「持家」に居住することが負担や足枷になるケース

さえ懸念される。 

拙著では、高齢期の「住まい（イエ）」と「住み手（ヒ

ト）」の、耐用年数や寿命など時間的限界のギャップを注

視している。イエが 45 年前後でヒトが 86 歳前後といっ

た時間的ギャップが老後の生活不安をさらに深刻化させ

るリスクとなるからだ。ヒトよりもイエが短命な場合は、

「建て替え」るか、「住み替え」する必要があり、その逆

ならば「空き家」が残る。かつてのように３世代同居家

族が当たり前の時代ならば、イエとヒトの時間的なギャ

ップは世代間の継承（相続）で問題化しない。近年の未

婚率や晩婚率の上昇、家族規模の縮小と核家族化、着実

な長命化等々が複雑に絡み合うから、平穏で充足感に満

ちたかつての老後とは別の生活設計が必要になるのだと、

拙著は警告している。 

長き老後を過ごすイエ、その長きがゆえに不足するカ

ネ、老化で自立生活能力が減耗するヒト、この異種・異

質な条件が形成するジレンマにはクリエイティブでアダ

プタブルな手立てが必要になる。最近になって、「住まい

の年金化」であるリバースモーゲージやセール・リース

バックなども、老後の経済的自立の手立ての一つとして

認知されつつあるように感じている。 

最後に、拙著の紹介に入ろう。本の構成は魚の骨格に

似ている。頭部は出版動機、背骨が主題、肋骨が各章、

尾びれが「まとめ」となる。拙著のバックボーンは、退

職後の「経済的自立」であり、持家は「老後の生活資源」

とする論点にある。第 1 章と第 2 章の事例の大半に稿者

は係わっていて、その開示が出版の動機ともなった。第 3

章ではイエのコストパフォーマンスを検討した。イエの

サスティナビリティが、適正規模と適正構造、さらに適

正技術から紡がれる“身の丈に合ったお手頃感（アフォ

ーダビリティ）”にあると断じている。第 4章と第 5章で

は持家の多彩な利活用で老後の生活資金を調達するプラ

ンを提言した。第 6 章ではリバースモーゲージ全般を概

説し、第 7 章ではアメリカの公的リバースモーゲージを

利用して多額の負債を借り換えた日本人の事例を紹介し

た。終章では百歳社会の住まいと暮らしの方向性を予測

して「結び」に代えた。 

 
＊ 一級建築士、経営学博士（法政大学）、経営情報科学博士（愛知工業大学）、 

特定非営利活動法人リバースモーゲージ推進機構・理事長、 

住宅資産研究所・所長 

14 ／KENCHIKU SHIZUOKA 
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◆編集後記 
 今回の特集は“静岡県の逸品”に関係する記事です。コロナ
禍で様々な制約があり大変な中、それでも元気に前進する形を

示している人や企業がいます。それらの努力が、いずれは終わ
るであろう困難に向かい、そして乗り越えたその後に、さらに
前に進んでいく原動力になる事は間違えありません。 

今回特集した以外にもコロナのその先の可能性を探る人や企
業、団体も多くあります。様々な変化を受け入れ乗り越え、以
前にも増してより良い世の中を皆で目指して行く事が大切なの

だと思いました。 
 

     編集長：広報情報委員山口知己 

 

◆お知らせ、その他 
取材協力・素材提供 

  ・有限会社春華堂様  

  ・ 

  ・ 

 

             ご協力感謝いたします。 

◆ご意見募集 
 静岡県建築士会広報情報委員では、広報誌「建築静岡」をよ
り有益な情報源とするためのご意見、ご提案を募集しています。
お名前、ブロック名をご記入の上、下記あてに FAX でお願いし

ます。なお、いただきましたご意見は非公開とし、個々のご意
見への直接回答は控えさせていただきます、ご了承下さい。 
 

公益社団法人 静岡県建築士会 
広報誌意見募集係 FAX 054-273-0478 
  

◆広報情報委員会 
担当役員：松下好宏  （中部） 
     立石昌江  （中部） 

委員長 ：杉山真一  （中部） 
副委員長：内山孝   （西部） 
    ：鈴木忠   （東部） 

委  員： 
（東部） 三田芳之  ・ 塩見敏弘  ・ 長尾隆行 
（中部） 小沼勝也  ・ 星野浩二  ・ 佐野真浩 

（西部） 福田光宏  ・ 志茂野昌歳 ・ 山口知己 
編集長 ：山口知己（2021 Spring） 

発行所：公益社団法人静岡県建築士会 
    〒420-0857  静岡市葵区昭和町 9-5 

第２大石ビル７階 
    TEL 054-254-9381  FAX 054-273-0478 

http://www.shizu-shikai.com 

 
印刷所：㈲橋本印刷所 

会員数  令和 3年 3 月 17 日現在 
■正会員   1,063   
■賛助会員   149   
■合  計  1,212  

入会者 
 
■正会員   ３名 

 

沼津：北村 武留  １級 Ｓ53生  株式会社平成建設 
 

清水：石﨑 哲也  １級 Ｓ55生  一級建築士事務所石﨑建築設計 

 
静岡：糟屋 豪志  １級       糟屋建築研究室 

 

   
 

退会者 
 
■正会員  ２６名 

 

■賛助会員  ２社 

 
 

◆事務局からのお知らせ 
 

◇年会費の納入について◇。 

令和 3年度の年会費の納入期日は 5 月 27 日（木）です。 

 

年会費納入手順は 

・口座振替（引落）の会員様は前日までに銀行口座にご準備 

 ください。 

・お振込の会員様は 5月 27 日（木）までに士会の指定口座に 

 お振込ください。 

※振込の際は、会員番号を記載し振込手数料はご負担ください。 

 

お問い合わせは、本会事務局・各ブロック事務局まで。 

本 会 事務局：054-254-9381 東部ブロック：055-939-8210 

中部ブロック：054-204-6880 西部ブロック：053-451-5166  

 
※会費及び入会金に関する規程                           

第５条第２項により会員様は、会費の年額を毎年 5月 27 日（その日が土・

日又は祝日に当たるときは翌営業日）までに納入しなければならないことに

なっています。 

16 ／KENCHIKU SHIZUOKA 

◆事務局から重要なお知らせ 
「新型コロナウイルス感染予防対策 

         ガイドラインについて」 
 

会員の皆様には、日頃から静岡県建築士会の会務運営につ

きまして、御支援・御協力を頂いておりますことを感謝申し

上げます。 

新型コロナウイルス感染予防対策ガイドラインを建築士会

ＨＰの新着情報に掲載しております。ガイドラインはその時

の状況に応じて、変更致します。ＨＰに掲載されているもの

が、最新のガイドラインになりますので、ご確認の上、事業

の実施をお願い致します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 令和３年度 地域文化財専門家ステップアップ研修開催のお知らせです ◆ 

２０２１年９月４日（土） 一日集中講座 

後藤治先生による、「論より実践 建築修復学」（研修会タイトル仮） 
                                              

後藤治先生の、歴史的建造物の保存修復を学ぶ本が２０１９年に出版されました。 

歴史的建造物の修復に対する社会の理解と興味が着実に高まっている時期に、 
まる一日じっくり学びませんか。 

対象：「地域文化財専門家」育成研修の修了者及びＳＨＥＣ構成員 

または、歴史的建築に関心のある建築士 

会場、受講料等の詳細は建築士会ＨＰでご確認下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人静岡県建築士会 
定価 1部 270 円、送料 1部 100 円 
会員の方には購読料として会費の中に含まれています。 
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